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○議長（井上勝彦君）順番11、４番 楠本君。 

〔４番（楠本知子君）登壇〕 

○４番（楠本知子君）ただ今議長のお許しを

いただきましたので、通告に従い一般質問を

させていただきます。 

 １つ目は、「避難カードの活用と避難所の周

知について」であります。 

 県民の友９月号には、この避難カードの活

用が掲載されております。和歌山県民減災運

動として、自分の緊急避難先と避難所を把握

するための避難カードを作成され、各市町村

に配布をされました。避難カードを通して、

ふだんから避難場所について家族で話し合い

をすること、避難経路を確認しておくことが

非常に大切です。小中学校の授業や企業・自

治会などを対象に防災教育で手渡していきま

すというふうに広報されております。 

 そこで、３点お伺いいたします。 

 一つ、避難カードの活用を含めて、夏休み

を利用して家庭内で避難先などについて話し

合う防災教育が進められたか、お伺いいたし

ます。 

 二つ目に、市民の世帯に対しましては、こ

の９月広報とともに配布されたかと思います。

避難カードは、活用していただくことでお一

人でも多くの人に避難場所や避難経路につい

て知り、そして考え、減災活動を各自で、ま

た各地域で深めていただけるきっかけ材料に

なると考えます。避難カードの有効活用を各

自治会でどう周知されましたか。 

 ３番目に、市民の皆様に、また、どこから

来ていただいてもわかるように、避難場所を

知ってもらい、避難行動に役立ててもらうた

め、避難場所の標識板の設置について伺いま

す。 

 二つ目に、認定こども園の整備と子育て支

援について伺います。 

 国では社会保障と税の一体改革関連法案が

可決をし、子育て関連で提案されていました

総合こども園は、制度が複雑、株式会社の安

易な参入で質の低下のおそれがある、また、

待機児童の８割を占める３歳未満児の受け入

れが義務づけられておらず、待機児童の解消

にはつながらない、自治体の保育義務をなく

しているなど、現場の保育教育に混乱をもた

らす可能性が大きいということで、認定こど

も園の拡充を進めていく方向が示されました。

文部科学省と厚生労働省の二重行政解消のた

め、内閣府のもと単一の施設として認可・指

導監督を一本化するとなっております。 

 橋本市では昭和23年に高野口幼稚園が開園

されてから、以来、公立幼稚園12園、私立幼

稚園３園、公立保育園15園、私立保育園３園、

合わせて33園の施設がありました。 

 施設の老朽化と少子化のため、これからの

時代のニーズに合った新たな乳幼児施設とし

て認定こども園を整備していく幼保一元化計

画がつくられました。第１次計画では認定こ

ども園を５園、また、次の第２次計画ではそ

の課題を引き継いで平成26年から作成をする

ということであります。 

 現在、高野口こども園、またすみだこども

園が開園されておりますが、認定こども園を

中心とした就学前の子どもたちの環境整備計

画は、女性の方が安心して出産し、子育てを

しながら働くことができる橋本市、子どもを

産み育てやすい橋本市となるための計画でな

ければならないと思い、３点お伺いいたしま
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す。  また、学校においても防災教育を進めてお

り、紀見小学校においては８月に防災キャン

プを行い、自治会、自主防災会の協力を得な

がら避難訓練と拠点避難場所である紀見小学

校体育館での宿泊体験を行いました。10月に

は清水小学校、学文路小学校、学文路中学校

の３校合同の避難所体験も行われる予定とな

っています。 

 ①子育てが社会保障の重要な柱と位置づけ

られ、認定こども園を進めるにあたり、今後

さらに改善点、メリットがあるのかどうか伺

います。 

 ②幼保一元化計画の遅れは、子育てするな

ら橋本市に住んでいただきたいことにならな

いと考えます。１次・２次計画を合わせた就

学前の子どもたちの施設整備の全体像を早く

示すべきではないでしょうか。 

 次に、広域避難地・拠点避難場所の看板設

置についてですが、広域避難地の看板は、財

団法人日本宝くじ協会助成事業によって平成

21年度に太陽電池式避難誘導標識として橋本

市内で４カ所に設置しております。また、拠

点避難場所の看板については、共同事業の一

つとして、紀北工業高等学校機械科のご協力

のもと、ただ今看板の製作中であり、今年度

中には各拠点避難場所へ看板を設置する予定

でございます。ご理解のほど、よろしくお願

い申し上げます。 

 ③保護者が、特に女性が安心をして働きや

すいニーズを把握すること、入所予約制度や

休日保育、病中病後児保育、多様な保育の工

夫がありますが、我が地域に必要なニーズを

把握し、多様な保育サービスを提供していく

ことについて伺います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君の質問項

目１、避難カードの活用と避難所の周知に関

する質問に対する答弁を求めます。 ○議長（井上勝彦君）４番 楠本君、再質問

ありますか。  総務部長。 

〔総務部長（森川嘉久君）登壇〕  ４番 楠本君。 

○総務部長（森川嘉久君）避難カードの活用

についてのご質問にお答えいたします。 

○４番（楠本知子君）ご答弁ありがとうござ

います。この避難カードにつきまして、この

３月でしたか、これは県のつくられた避難カ

ードということで、県から市町村に渡って配

布をされたという中で未配布のところが多か

ったというふうなことが報道されておって、

特に橋本市は配布されなかったということを

報道されてあったんですけれども、いっとき

とどめ置きされていたかと思うんですけど、

今回この９月、防災の月に避難カードを活用

していこうということでお配りいただけたの

は大変よかったと思っております。 

 避難カードの配布については、「広報はしも

と」９月号と一緒に全戸配布させていただい

ております。この機会に避難カードをもとに

各家庭において災害時の避難場所、非常持ち

出し品、ふだんからの備蓄品、災害用伝言ダ

イヤル等について話し合ってもらい、防災意

識を高めてもらおうと考えております。 

 この全戸配布に際しましては、市区長連合

会理事会で趣旨説明と配布の協力をお願いし、

一時避難場所の再確認作業等も実施していた

だきながら各自治会に周知いただきました。

あわせて、市自主防災組織連絡協議会役員会

においても、住民からの問い合わせ等に対し

てご協力をいただくようお願いしています。 

 お配りいただいたということで、各区長会

を通しながら各自治会また区の世帯にいただ

いているんですよね。皆さんもこの避難カー

ドをご存じやと。何か静かに配られたような
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気がしてね。私とこにも配られたんですけど、

何も広報がなく、配布物と一緒に入っておっ

たんです。実際、避難カード、県がつくられ

ておりますので、津波のこととかも書かれて

ありますので、やっぱり橋本市としては、津

波の心配はないし、どちらかというと危機意

識も和歌山県下の海岸沿いの市に比べたらま

だまだ危機管理は弱いと思うんですよね。そ

んな中でもこうして配っていただき、こうい

うカードを活用していただくということは、

非常に話題性があっていいと思うんです。 

 こんなカードですけど、皆さん携帯しまし

ょうということなんですよね。実際、皆さん、

携帯されてるのかなと思うんですけど。こう

いうふうに切ったら活用できるんですね。災

害伝言のやり方、これも書かれてあるんです

けど、意外と皆さん、これ、知っておられな

いというのもあると思うんです。この間の自

主防災大会でも北淡、淡路島の講師の先生の

お話を聞かせていただいて、すごくためにな

った話を私もいっぱい聞かせていただんです

けど、こういう情報も非常に大事ですという

ふうに言われておったので、こういうのもし

っかりと見ていただくというのも大事やと思

うんです。まだまだ知られておりませんので、

これはバッグなどに入れておいてくださいと

いうことなんですけど、本当にこれをちゃん

とバッグに入れておいていただけているのか

なって。橋本市民の方が何人、これを。本当

に実行していただきたいんですね、一人でも

多くの人に。ほんまに利用していただきたい

なということで質問をさせていただいており

ます。 

 この避難カードの中には避難場所を書くと

ころがあるんですね。いっときの避難場所と、

それについては、橋本市としてはここですよ

ということをつけてお配りいただきました。

私も我が家でこういうことを話し合わなけれ

ばいけないんですけど、なかなか話し合う機

会がなくて、これをもらってから話し合いし

たんです、家族で。 

 私の家族は、小さい子どもはおりませんの

で、大きな大人なんですけど、非常に申しわ

けないことで、避難場所はどこか知ってると

聞いたら、知らないと言われました。そんな

状況で、このカードを通して、私のところの

地域はいっとき避難場所はここで、拠点避難

場所はここになるんやでというて話をしたん

です。そういうことが一つのカードでもって

非常によかったかなというふうに思います。 

 これを大いに活用していただきたいという

ことで、市民部長も静かにお配りいただきま

したけど、今回こうして。 

〔発言する者あり〕 

○４番（楠本知子君）ごめんなさい。総務部

長。総務部長、ネットでも配信されています

のでね。市民の皆さん、きょうは見ておられ

ると思いますので、しっかりとアピールして

いただきたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（森川嘉久君）議員おただしのと

おり、静かに配ったわけでもないですけども、

ちょっと遅れたこともありまして、さらっと

配らせていただいて、あまり周知できなかっ

たという点もあるわけでございます。 

 遅れた件についてはちょっと理由がありま

して、いろいろ問題点もあったということな

んですけども、そのほかに、先ほどもご答弁

させていただいたんですけども、市の指定の

拠点避難場所というのは、市が設定させてい

ただいて、前々からもいろいろ広報させてい

ただいているところなんですけども、それ以

外に近くの避難先ということで、こちらのほ

うのカードにも書く欄がございます。区長理

事会のほうでご協力をお願いしたところ、区
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長のほうでも、この際、地元の避難場所につ

いてもう一度再確認しようやないかというご

意見がございまして、それで一生懸命取り組

んでいただきまして、それぞれの地区でやっ

ぱり身近な避難所をきちっとしておこうとい

う格好でご検討いただいた作業がございまし

た。それも若干遅れたのではございますけど

も、最終的に、先ほども議員のほうからも言

っていただきましたように、ちょうど９月の

防災月間にも間に合ったし、一時避難所のと

ころもきちっと掲載した形でそれぞれ地区別

の避難所のリストをつけてお配りさせていた

だいたということがございます。 

 そんなことでございますので、防災という

のは、議員も言われたように、日ごろからず

っと考えておるというわけでもございません。

何かの機会をとらえてということになるわけ

でございますけども、この避難カード、本当

によくできておりまして、そういう材料とし

て、これ、県知事が一応率先して考えられて、

今普及を図られておるようでございます。持

っておるか、持っておらないかということも

あるんですけども、その以前に一つのきっか

けとして本当によいアイデアだったのかなと

いうふうに思っております。 

 そういう意味で、普及の件なんですけど、

配らせていただいて、それなりにきっかけづ

くりになったかとは思っておるんですけども、

そのほかにも、先ほども学校のほうの防災キ

ャンプの件もあったんですけど、そのときは

まだこのカードが間に合っておりませんで、

利用はできなかったんですけども、その後、

橋本高等学校のほうでもそういう研修がござ

いまして、そのときにはこのカードの説明を

させていただきました。それから、先ほども

申し上げましたように、今度、学文路のほう

でも学校での避難訓練等がございますので、

そういう機会をとらえて避難カードの認識を

改めてしていただいて、学校だけじゃなしに

家庭のほうでも活用いただきたいというお話

をさせていただく予定でおります。 

 それから、このごろ各自治会で意識がかな

り高まってきておりまして、避難訓練される

ところがたくさん出てきております。その場

合に市の市民安全課のほうにご相談をいろい

ろいただいているんですけども、講師を派遣

させていただいたり、いろんな形でご協力を

させていただいておりますので、そういう機

会をとらえてこの避難カードの活用について

も十分周知をさせていただきたいというふう

に思っております。 

 これから防災意識を広める形というのはい

ろいろな機会をとらえて、常にということも

ございますので、避難カードはさらっと配ら

せていただいたんですけど、一つの機会には

なったかというふうに思っておりますので、

今後ともそういう活用について十分説明をさ

せていただきたいというふうに思いますし、

避難カード以外にも伝言ダイヤルというのも、

これもいざ災害になると大変役立つようでご

ざいます。 

 それから、うちが今現在進めております防

災メールのメール配信の件も、まだ登録され

ていない方がたくさんおられると思うんです

けども、そこらも含めて、きのうご質問もい

ただいておりますけども、広報、それからフ

ェイスブック等のいろんな媒体も通じて、こ

れはいろんなことを通じて防災意識というの

は普及しなければならないというふうに思っ

ておりますので、またいろいろアイデアをい

ただきながら進めていきたいと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）総務部長、しっかりと

アピールしていただいてありがとうございま

す。ほんとに活用していただきたいなという
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ふうに思います。 ○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。  このカードを通して、今回、９月は防災の

月に話し合いができたということで、やはり

節目節目に家族で防災について話し合うとい

う機会が非常に大事やと思うんです。毎年こ

ういうふうに家族防災会議の日をしようと設

定されている他市とかもあるんですけど、そ

ういうことを検討されてもいかがかなと思う

んですけどね。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 質問項目２、認定こども園の整備と子育て

支援に関する質問に対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（北山茂樹君）登壇〕 

○健康福祉部長（北山茂樹君）はじめに、子

育てが社会保障の重要な柱と位置づけられ、

認定こども園を進めるにあたり、今後さらに

改善点、メリットがあるかとのおただしにつ

いてお答えします。 

 和歌山県下では今年は田辺市が家族防災の

日を９月にということで定めておられます。

本当に津波の危険の多いところですので、や

はり意識が違うと思うんですけど、橋本市に

おいてもやっぱりこういう月を９月に持って

いくという、そういうふうにこういうきっか

け材料を提供してもらいながらやっていくと

いうことは非常に大事と思うんですけど、そ

の点についてどうでしょうか。 

 社会保障と税の一体改革の中では、子ど

も・子育て支援や医療・介護の安心の確保、

雇用や貧困・格差問題への対応を通じ、現役

世代や将来世代への支援を強化し、すべての

人がより受益を実感できる全世代対応型の社

会保障制度をめざしています。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。  子ども・子育て支援としては、待機児童の

解消、幼保一体化、地域の子育て支援の充実

を図り、子どもを産み育てやすい社会をめざ

しています。質の高い幼児期の学校教育・保

育の提供や就学前の子どもに対する教育・保

育の給付の一本化など、現行認定こども園制

度の拡充・強化などを盛り込んだ「就学前の

子どもに関する教育、保育等の総合的な提供

の推進に関する法律の一部を改正する法律」

など、子育て三法案が成立しました。 

○総務部長（森川嘉久君）よいアイデアをい

ただきましたので、またそれについても検討

させていただいて、そのほかにもいろいろご

ざいましたら、またよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）よろしくお願いいたし

ます。 

 ３番目の看板につきましては、拠点避難看

板として紀北工業高校がご協力いただいてつ

くっていただけるということなので、よろし

くお願いをいたします。 

 この改正により、認定こども園の認定条件、

教育及び保育の内容の拡充や、特に幼保連携

型こども園についての位置づけが強化される

ことになりました。また、保育教諭等の資格

の特例や処遇改善なども明文化され、認定こ

ども園の環境整備が図られています。 

 １番目の質問は以上で終わります。 

○議長（井上勝彦君）それでは、この際、４

番 楠本君の質問項目２に対する答弁を保留

し、２時15分まで休憩いたします。  ご存じのとおり、橋本市では、幼保一元化

５カ年計画のもと、保育所型の認定こども園

を整備しています。今回の改正により、本市

の進める幼保一元化５カ年計画に直接的な影

（午後１時58分 休憩） 

                     

（午後２時15分 再開） 
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響はありませんが、認定こども園への移行や

給付制度などの環境整備が進むことにより、

より認定こども園へ推進しやすい環境となる

ものと考えています。 

 次に、幼保一元化計画の１次・２次計画を

合わせた就学前の子どもたちの施設整備の全

体像を示し、子どもを産み育てやすい市をア

ピールすることについてのおただしについて

お答えします。 

 現在、幼保一元化５カ年計画で計画された

高野口こども園、すみだこども園の２園が開

園し、残りの３園についても整備を進めてい

るところです。 

 幼保一元化５カ年計画の対象となっていな

い施設は、平成25年４月開園予定の公設民営

保育園の三石保育園と公設公営保育園の紀見

保育園、伏原保育園、名古曽保育園の３園と

なります。また、公立幼稚園は、柱本幼稚園、

境原幼稚園、紀見幼稚園、応其幼稚園の４園

となります。 

 それぞれに課題があり、個別に対応が迫ら

れることも予想され、現行の計画と並行しな

がら対応する必要もあり、２次計画により全

体像を示すのが難しい状況です。 

 しかし、橋本市の子どもを産み育てやすい

子育て環境をアピールすることは、非常に重

要なことであると考えており、橋本市の乳児

から学齢期に至るさまざまな取り組み、特に

就学前施設である認定こども園、保育所、幼

稚園の環境の利点や教育・保育内容の良質さ

を市内外に発信していきたいと考えています。 

 ３点目の保護者が安心して働けるようニー

ズを把握することとのおただしですが、現在、

橋本市で取り組んでいる子育て支援策は、平

成21年度に策定した「橋本市次世代育成支援

地域対策行動計画」に基づき実施しています。 

 この計画の策定に当たっては、小学生以下

の子どもをお持ちの保護者を対象にニーズ調

査を実施して、その結果を計画に反映してい

ます。 

 まず、保育園やこども園の入所予約制度に

ついてですが、年度当初の入所は、前年の10

月から受け付けを開始して、翌年の１月に内

定の決定を行っています。年度途中の入所に

ついては、２カ月前から入所の受け付けを行

っています。これより早い時点で予約を実施

すると、その間は欠員の状態が続き、保育に

欠ける度合いの高い方が入園を希望しても応

じられないことになります。 

 次に、休日保育については、ニーズ調査で

希望が少なかったことから、事業実施を見送

っております。また、病後児保育については、

ニーズ調査では保育希望があり、あやの台保

育園で事業を実施していますが、利用はあま

りされていない状況にあります。こうしたこ

とは、事業のＰＲ不足も考えられますので、

今後、事業実施園とも連携してＰＲ活動に取

り組んでまいりたいと考えております。 

 いずれにしても、子ども・子育て支援法に

基づき、子ども・子育て支援事業計画を策定

する際には、「橋本市次世代育成支援地域対策

行動計画」と同様に、子育て世代を対象とし

たニーズ調査を実施し、ニーズ量に合わせた

事業計画を策定したいと考えていますので、

ご理解をお願いします。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君、再質問

ありますか。 

 ４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）ご答弁ありがとうござ

いました。 

 それでは、１番目なんですけれども、本市

が認定こども園を進めることに対して、言っ

たら、推進しやすくなったということでの答

弁やったと思うんです。 

 認定こども園の全国の設置状況なんですけ

ど、平成24年４月１日現在で全国では911件と
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いうふうに、調べたら載っていたんですけど、

その中で特にベスト５に入るのは、大きな都

市部になってしまうんですけど、東京都であ

ったりとか兵庫県、また北海道、長崎県、神

奈川県がベスト５になっているんです。和歌

山県下では、私が見たところでは６園という

ふうになっていたんです。６園の中にすみだ

こども園がまだ入っていなかったので、７園

目になるのかなと思うんですけど、これは４

月現在ですので、和歌山県下でももう少し増

えているのかなとは思うんです。 

 言ったら、認定こども園は和歌山県下では

少ないということですよね。６園しかないん

ですよね。少ない中で橋本市がこのように認

定こども園を第１次計画の中では５園を進め

ていくわけです。それを粛々と進めていただ

いているかと思うんです。だから、この認定

こども園は、本市が和歌山県下では先駆を切

ってやっていただいている政策なので、非常

にご苦労があるかと思うんです。特に、本当

は認定こども園というのは、保護者のニーズ

を拾ってこういう園をつくってほしいという

ことでもともと設立されているにもかかわら

ず、いろんな抵抗勢力があってなかなか進ま

ないというふうに言われているんですけども、

そういう既存の施設になかなかその気がない

というか、そういうとこら辺ですごい抵抗力

があるんですけど。また、私自身は女性とし

てこういう新たな乳幼児施設としての認定こ

ども園が今の施設としては大変いい施設にな

っていくのではないかという期待を持ってい

るんですけど、その５園を進めていくという

ことには大変ご苦労されていると思うんです。 

 そのこととあわせて、第２次計画の中には

その認定こども園以外の保育所であったり幼

稚園であったりとかが含まれております。認

定こども園とプラス保育所・幼稚園、そのす

べての施設が全体的に見て橋本市の就学前の

施設全体像になると思うんです。こども園だ

けで進めるわけではありませんので、その全

体像を早く市民の皆さんに、また子育てする

これからの若者世代にお知らせをするという

か、こういうふうになるんですよと示すこと

は、安心していただけるのではないかと思う

んです。 

 １次計画が終わらないと２次計画は示さな

いと言われるのは、認定こども園だけが残っ

て不安が残ると思うんですけど、全体像をこ

ういうふうにして橋本市は子育てしやすい施

設をつくっていくんですという方向性を示し

ていただけたほうが、橋本市は子育てしやす

いまちなんですよとできると思うんですけど、

その辺についてもう一度ご答弁いただけます

でしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）議員のおただ

しにお答えします。 

 確かに、市民の方に全体を示すということ

は、橋本市の子育てを今後どうしていくのか

ということを示す一つの基本的な考えになろ

うかと思います。 

 橋本市といたしましては、認定こども園を

今後も推進するというのが基本的な考えでご

ざいます。現行の幼保一元化５カ年計画で見

ますと、計画より遅れてはいるんですけども、

５年で５カ所を認定こども園化して整備して

いくという、もともとの計画がありまして、

その５カ年計画の中では平成21年度から25年

度までの５カ年という計画でございました。 

 次の２次計画につきましては、25年中に策

定するというようなことも幼保一元化５カ年

計画の中にうたわれておるわけでございます。

といいますのが、やっぱりある程度１次計画

が進んだ中で次の２次計画を示していくとい

うことになろうかと思います。ただし、現時

点では１次計画が非常に遅れているという現
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状の中で、実際の２次計画につきましては若

干遅れていくことになろうかと思います。 

 しかしながら、全体像を示すというのは非

常に大事です。最初のご答弁でもお話しした

んですけども、個々の案件といいますか、そ

ういう問題も実際出てきています。といいま

すのが、三石保育園は、ご存じのとおり、危

険であるということで移転をし、民間委託と

いう形の中で保育園として整備、残っていく

ということになろうかと思います。これは将

来的に見れば、周辺の幼稚園も含めたこども

園になる可能性もあるわけでございますけど

も、現在では保育園として整備していくと。 

 あと、残されているのが伏原保育園、名古

曽保育園もあるんですけども、伏原保育園、

名古曽保育園につきましては、現在、耐震化

の診断を実施しておりまして、その結果いか

んによってはどのように展開していくかとい

うのが今のところ目に見えておりません。応

其幼稚園も含めたこども園化にしていくのか、

危険な保育所だけをまず整備していくのかと

いうところがまだ現在のところ決まっていな

いという状況です。それぞれ個々の案件もご

ざいますので、今のところ全体像を示せない

というのが実情でございます。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）部長が言われているこ

とはよくわかるんです。けども、認定こども

園もあり、保育所もあり、幼稚園もあるとい

う、そういう認定こども園だけではなく、い

ろんな保育所・幼稚園を整備していく全体像

を見て、いろんな保護者が選べる選択肢を持

つということは大変大事なことやと思うんで

す。大事な全体像やと思うんですけど、今言

われていた伏原保育所、名古曽保育所が耐震

されているので、その次第でどのようになる

かわからないというのではなくて、建物次第

でどないなるかわからないというのは政策で

はないんじゃないかなというふうに思うんで

すけど。橋本市の乳幼児施設の全体像を、認

定こども園を含めて全体的にいろんな多様な

ニーズを含んだ整備環境にしていくんだとい

う姿勢の中で、施設が耐震がどうのこうのな

るから、それを待ってないとわからないんで

すというのは、それは計画ではないと思うん

ですけど、その辺についていかがですか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）伏原、名古曽

につきましては一例を申し上げたんですけど

も、市の基本的な考えというのは、やっぱり

認定こども園の推進というのが一番大きな考

え方でございます。ただ、議員おっしゃられ

たとおり、市民のいろんな選択肢というのも

当然考えていかなければなりませんので、認

定こども園だけという考え方ではございませ

ん。例えば単独の保育園、単独の幼稚園、幼

稚園でも統合して一つの幼稚園にするとかと、

いろいろな考え方もありますし、それから、

公設公営の保育所、公設公営の幼稚園、そう

いうこともやっぱり検討の視野に入れていか

なければならないというように今考えており

ますので、それらも含めてできるだけ早く全

体像を示す必要はあるというように認識はし

ております。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）それでは、その方向を

示していただくということで理解させていた

だきます。それは、今の幼保一元化５カ年計

画の中では25年度には第２次計画を含めて発

表するということでよろしいですか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）それは、あく

まで５カ年計画が21年から25年までで完成す

るという前提のもとで平成25年度中に２次計

画を計画するということになっておりますの

で、今の現在で１次計画が若干遅れている現
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状の中では、必ずしも平成25年度中に２次計

画をつくるということではありません。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）そしたら、１次計画も

２次計画もあわせて発表して、できるところ

からやっていくという考え方もあると思うん

ですけど、その点についてはいかがですか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）確かに、今の

１次計画を残る３園も含めて次の園も入れた

計画をつくるということにもなろうかと思い

ますけども、まず、やっぱり幼保一元化５カ

年計画自体が五つのこども園をつくるという

ことを前提として市としては取り組んでいき

たいと、かように思っております。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君。 

○４番（楠本知子君）わかりました。あまり

理解できないんですけどね。全体像を示され

て、そしてできるところからやっていく、施

設整備をしていくというふうにされるのがな

ぜできないのか、ちょっと理解できないんで

すけど、部長に言っても平行線かなと思うの

で、また続けてお二人の議員もいろいろ子育

てのことで質問されると思うので、バトンタ

ッチしておきます。 

 次の３番目なんですけど、これ、子育ての

いろんな助成として、今、女性の方も働きに

行かれる方がだんだん増えてきておりますの

で、そうした働きやすいニーズを把握すると

いうことで、こういう保育があるということ

を挙げただけで、これが必要やとは言うてお

りません。必要なニーズを把握して、必要な

保育をつけていただくサービスをしっかりや

っていただきたいということで聞かせていた

だいております。 

 前にも同僚議員が一般質問もされているこ

ともあるんですけど、入所予約制度なんかも

言われておりますし、延長保育なども言われ

ております。例えば入所予約制度につきまし

ては、ゼロ歳児・１歳児におきましては、こ

れからニーズが増えてくると思うところだと

思うんです。この入所予約制度を実施してい

くのであれば、もしやっていただけるのであ

れば、例えば、これからつくっていただく認

定こども園の中で、まずゼロ歳児・１歳児と

いうのは、それだけの保育士の確保であった

りとか、施設自身のある程度の大きさが必要

です。そういうものを見込まないでつくって

しまうと、いくらゼロ歳児・１歳児の入所予

約制度をしたいと思ってもできないわけです。

そういうニーズが今後あれば、施設を少し余

裕を持って部屋をつくっていただくというこ

とをしていただけたら、必要なニーズであれ

ば、それはできるわけです。でも、最初から

施設整備をそういうふうにしてしまったらで

きないわけですので、これから３園がつくら

れてまいりますので、そういうことも考えて

整備していくおつもりがあるのか。していた

だきたいということなんですけど、その辺に

ついてお答えいただけますでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）保育ニーズに

つきましては、近年の経済情勢の変化と相ま

って、当然、職場環境も多種多様となってい

るというのが現状だと思います。それに伴っ

て保育ニーズも時とともにやっぱり変化して

いくということで、どんどん多様化される中

で、市としても工夫は必要かと考えておりま

す。 

 ところが、先ほど議員もおっしゃったとお

り、いくら施設を整備しても保育士不足とい

うのが今でも現状としてあるわけです。それ

と財政面のこともございます。その条件の中

で、基本的には保育ニーズ、特に今ゼロ・１

歳児の保育というのが非常にニーズが高まっ

ているというのも事実でございます。ゼロ・
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１歳児といいますと、当然、保育士もかなり

人数が要るということにもなりますので、保

育士の数とか、それから財政的な問題、それ

から保育ニーズも、それぞれいろいろ検討し

た中で施設の整備を図っていきたいと、かよ

うに思っております。 

○４番（楠本知子君）よろしくお願いいたし

ます。その他いろんな保育の工夫があると思

うので、橋本市は認定こども園を進めながら、

必要な保育ニーズはしっかりとやっていくん

だという姿勢を示していただきたいと思いま

す。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君。  以上で一般質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 ○４番（楠本知子君）保育ニーズを検討して

ということでございますけど、今の状態の中

でもゼロ・１歳児については少し待機児童ぎ

みなんですよね。だから、今後建てられる３

園についてですよ。保育士も不足ですけれど

も、保育士は人材ですので、また確保できる

可能性も増えてまいります。でも、施設整備

は今建てるときにしておかないと、途中でな

かなかできないと思うんです。今でさえもゼ

ロ・１歳児については、保育としてはニーズ

があると思うんですけど、そういう一般質問

もされている中で検討するということも含め

ての話やと思うんですけど、絶対これから必

要になってくるんだと思います。今後建てる

ところにはそういう余裕を持って建てておき

ますということぐらいは。認定こども園にし

ていろんな保育サービスをしていくわけでし

ょう。認定こども園の中で必要な保育サービ

スをつけていきますということで市は認定こ

ども園をつくるという方向性を示されておる

わけですから、必要とされる保育については

大いにやっていくという方向性を示していた

だきたいと思うんです。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君の一般質

問は終わりました。 

   

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）当然、施設を

建設する際に、後でまた増築するというよう

なことはできませんので、施設建築の際には

保育ニーズを十分精査した中で施設整備を図

っていくということになろうかと思いますの

で、ご理解をお願いします。 

○議長（井上勝彦君）４番 楠本君。 
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